
　

３　連絡会議での議題内容

４　進め方

令和元年6月27日
産業港湾部港湾室

・令和元年６月４日　第１回会議を開催
・概ね２ヶ月に１回程度会議を開催し、各議題について意見交換を行う。

「第３号ふ頭を核とした魅力づくり連絡会議」について

⑤「みなとオアシス」の運営主体の在り方について

・第３号ふ頭及び周辺再開発事業を進めていくため、当該区域の整備に関するコンセプトや進め方、
　民間投資導入や民間利用（イベント等）を含めた活用内容についての意見交換を行う。

・第３号ふ頭及び周辺区域における「みなとオアシス」の認定に向け、運営主体や事業活動内容等に
　ついて、課題の整理を行う。

2　連絡会議の構成と役割

①第３号ふ頭及び周辺再開発事業における整備コンセプト等について

　　［　・ クルーズ船ターミナル（既存上屋改良）　・ 観光船乗り場　・ 親水緑地等　］

②当該区域における今後のイベント開催について

③当該区域とマリーナエリア、北運河エリア、小樽駅等との連携について

④民間活力導入について

1　連絡会議の目的

＜オブザーバー＞ 

小樽開発建設部 

小 樽 市 

小樽観光協会 

小樽商工会議所 

産業港湾部 • 産業港湾部長 

• 港湾担当部長 

• 観光振興室長 
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【連絡会議】 ･･･ 関係機関における担当者間での意見交換の場 

 ［事務局］ 
  港湾室港湾整備課 

  観光振興室 


